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せっちょうじゅうけん じゅ こ えん ご こくごん
国・北宋の雪竇 重顕（９８０－１０５２）の編著『雪竇頌古』に圜悟克勤（１０６３











しばら い な に
ことを要す。且く道え、什麼を将てか試みん。請う挙し看ん。
―７５―



















































































































































すなわ ゆ かれ さつ
第２則 便ち去きて佗を拶す（グサリと刺す。切り込む、追及する）
佗に拶著せられて













































































































ぐう さ きっ さ
この公案を「遇茶喫茶」（茶に遇っては茶を喫す）の公案という。
これは中国の話である。出典に当たれないので原文表記がどのように
なっているのか不明だが、「きみが挨拶をすれば、私は返礼しているで
はないか」の「挨拶」「返礼」は、明らかに日本の日常語化した「挨拶」
のあり方といってよいだろう。こういう「挨拶」が日本の禅家でも普遍
的にあったのなら、ここにこだわっていることは問題にならなくなるの
だが、それは後日の再検討に任せることにしたい。
ここで古辞書を少し見ることにする。
挨 ヲス・ヤカラ・タグヒ・アツム（類聚名義抄）
挨 ヲス・サヅク・アツム・ヤカラ・タグヒ（字鏡集）
拶 セム・サル（字鏡集）
アイサツ
南去ノ雁札、北来ノ鯉緘、酬答辞ニ冨ミ、挨拶便リヲ得タリ（下学
集 巻上・序）
アイサツ
挨拶 挨トハユルクナツル意拶トハトリツメル意 （節用集）
あいさツ ○ ○
挨拶 挨とハゆるくなつる心也拶とハとりつむる心也 （和漢通用集）
Aisat．アイサッ（挨拶）客を歓待して，言葉の応待をすること．
―８４―
Aisatno yoifito．（挨拶のよい人）手厚いもてなしをし，気持ちよ
く言葉の応待をする人．（日葡辞書）
『類聚名義抄』は永保元（１０８１）年以後、１１～１２世紀に成立、法相宗
の僧の著かという。また『字鏡集』は寛元期（１２４３－４７）の、菅原為長
（１１５８－１２４６ 儒学者）の著という。白川静『字通』『字統』には、「挨」
は『説文』十二上に「背を撃つなり」とあり、「拶」は『説文』にない字
だが、手でおす動作をいう、として「挨拶」は「禅家の用いる語。衆を
おしのけて前に進み出ることをいう語であった」とある。
とうろく は のう
『下学集』は室町時代の国語辞書。著者は序文末尾に「東麓破衲」と
あり、建仁寺の僧かともいうが不詳。文安元（１４４４）年に成ったが、元
和３（１６１７）年に刊行された。古辞書叢刊『元和三年板 下学集』（新
生社 昭和４３年刊）により、返り点・送りがな・読みがな付き漢文表現
を訓読文にして引用した。この「挨拶」を『時代別 国語大辞典 室町時
代編一』（三省堂刊）は「手紙をやりとりする上で使う言葉」とし、『日
本国語大辞典』第２版（小学館刊）も「手紙の往復、応答のことば」
の一資料としている。
『節用集』は室町時代中期頃から諸種著された国語辞書である。古本
節用集のうち文明本『節用集』（文明期１４６９－８７）に「挨拶 アイサツ」
とあり、『日本国語大辞典』第２版は「禅宗で、問答によって、門下
の僧の悟りの深浅をためすこと」の一資料にあげている。上に引用した
のは大谷大学本『節用集』で、字意が示されている。『和漢通用集』は
中田祝夫ほか編『印度本節用集和漢通用集他三種 研究並びに総合索引』
（勉誠社 １９８０年刊）所収の東京大学国語研究室蔵本の写真複製によっ
ている。大谷大学本『節用集』の内容と共通している。『時代別 国語大
辞典 室町時代編一』は「仏教語。禅宗で、門下の僧と押し問答して、
その悟り・知見の程度をためすこと」の資料としてこれらをあげている。
以上によってみると、「挨拶」が禅家で日常語化していたかどうかは、
―８５―
やはり不明である。しかし『下学集』の例は、書簡の取り交わしにおい
ては、これがすでに禅家を離れて日常語化して用いられているものだと
いってよいだろう。『日葡辞書』（慶長８〈１６０３〉年刊）のは明らかに常
人の日常生活の中での例だ。『時代別 国語大辞典 室町時代編一』はこ
れを「人との応対における、言葉や動作」の資料としており、そこに
は次の２例も挙げてある。
細河武州の御前にて、当道の中に、礼を申ける時、「かゝる尾籠の
者はなき」と仰せける也。人の挨拶大事なるべし。 （申楽談義）
大人俄に御立より有時は。建盞の天目など近き比ほり出すなどゝい
あいさつ
ひ。愛拶して御茶を進上有事然るべし。あながち天目にあらずとも。
時の興にさやうの仕合
しかるべし。
（喫茶雑話）
『申楽談義』は日本古典
文学大系本『歌論集 能楽
論集』により、『喫茶雑話』
は『続群書類従』第１９輯下
により補足して示した。『申
楽談義』の例は、猿楽の最
中に礼を申したのが不作法
だと細河殿がおっしゃった
ことから、挨拶のしかたの
大事さを言ったもの、『喫
茶雑話』のは「愛」は当て
字、茶を勧めるときの挨拶
北宋 ９６０～１１２７
雪竇重顕（９８０―１０５２）
圜悟克勤（１０６３―１１３５）
平安 １０８１（永保元）以後 『類聚名義抄』
１１２５『碧巌録』
南宋 １１２７～１２７９
１１８７（文治３）栄西、入宋。
鎌倉 １２０２（建仁２）栄西、建仁寺創建。
１２１５（建保３）栄西、示寂。
１２２３（貞応２）道元、入宋。
１２４３（寛元元）～４７、『字鏡集』
１２４４（寛元２）道元、永平寺創建。
室町 １４３０（永享２）『申楽談義』
１４４４（文安元）『下学集』成る。
１４６９（文明元）～８７、文明本『節用集』
江戸 １６０３（慶長８）『日葡辞書』
１６２０（元和６）『喫茶雑話』
―８６―
のしかたを言ったのであろう。これらは確かに人との応対のしかたをい
うもので、いわば日常語化した挨拶の用法といってよいだろう。それで
も観能や茶道での礼儀・作法についての例であることは、それらの禅と
の関わりを考えると興味深い。つまり「挨拶」が禅の世界から一般社会
に浸透していく道筋のひとつは、こうしたあり方をしていたのかもしれ
ないという予測がたったからである。もうひとつ、これまでにあげた資
料を年表化して気づいたことであるが、禅の「挨拶」が日常語化してい
くのは意外と速いこと、それでいて『節用集』の説明が遅くまであると
いうこと、である。
おわりに
なかなか不確かなことも多いのだが、それでも、禅の「挨拶」の様相
は少し見えてきたし、その日常語化への過程も目安が付いたように思う。
その検討は次回に続けたい。
―８７―
